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◎けじめのある生活をしましょう。 

  ・時間を守ろう。 

  ・授業と休み時間の区別をつけよう。 

日 曜 行      事 

1 火 保護者会（１・２・３年） 

2 水 内科検診（１・２・３年） 

3 木 保護者会（４・５・６年） 

4 金 安全指導 内科検診（４・５・６年） 

5 土 ３時間授業 

6 日  

7 月 ６時間授業（２～６年） 

8 火 尿検査 

9 水 尿検査予備日 

10 木 脊柱側わん検診（５年） 

11 金  

12 土  

13 日  

14 月 ６時間授業（２～６年） 

15 火  

16 水 あいさつ運動 ５時間授業 

17 木 眼科検診 

18 金 尿検査（二次） 

19 土 ３時間授業 

20 日  

21 月 敬老の日 

22 火 秋分の日 

23 水  

24 木  

25 金 ４時間授業 

26 土  

27 日  

28 月 ６時間授業（２～６年） 

29 火  

30 水  

       今年の夏休み 
 

副校長 矢島 直子 

 

本来であれば、ここ東京はオリンピック・パラリ

ンピックで盛り上がっていたはずの今年の夏。しか

し、今年はコロナウイルス感染症予防をしながら過

ごすという異例の夏となりました。 

今年の夏休みはとても短く、宿題もありませんで

したので、子ども達の過ごし方も今までの夏休みと

は違ったものとなったのではないでしょうか。 

子ども達にどのような夏休みを過ごしていたか

を聞いてみました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎年のように夏休みの感想を子ども達に聞いて 

いますが、「楽しかった」という感想が多いもので

す。しかし、今年はどの子に聞いてみても、不完全

燃焼の夏休みが伝わってくる感想ばかりで、かわい

そうだなと感じると共に、子ども達もそれぞれに頑

張っていたんだなと、改めて子ども達の我慢や頑張

りを褒めてあげたい気分になりました。 

 今のところ、来年はオリンピック・パラリンピッ

クが開催される予定です。１年後には、この状況が

落ちついていることを願っています。子ども達のあ

こがれでもあるオリンピック・パラリンピック。子

ども達自身の目で、世界中のトップアスリートの姿

を見られることは、地元開催ならではです。とても

幸運です。次代を担う子ども達の夢につながること

を期待して止みません。 

一方で、１年延期されたことで、夢をあきらめた

選手たちもいます。今までの努力を考えると断腸の

思いであったことが伺えます。インタビューを受け

ながら涙を流している選手の姿は、努力の過程が最

も大切であることを教えてくれます。 

私にとっては、いろいろな側面からオリンピッ

ク・パラリンピックを考える夏となりました。 

 

 

 

 

・ずっと家の中にいました。プールに行きたか

ったです。 

・宿題はなかったけれど、外で遊べなかったの

で、結局勉強をしていました。 

・おばあちゃんの家に行きました。でも、あま

り外には出ませんでした。 

 

９月の生活目標 


